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3．シネマート心斎橋と韓国映画の 10 年間 
 
前述したような経緯から、SPO㈱はシネマート心斎橋で多くの韓国映画を自社上映す
るようになったが、次第にその上映数は減少し、2009 年頃には日本国内での第 1 次韓
図 3 「韓流シネマ・フェスティバル」ポスター 






















今年（2018 年 6 月現在）のシネマート上映映画のうち、出演作にハズレなしと言わ
れる名優ソン・ガンホ主演の『タクシー運転手』（図 5）がロングラン大ヒットしてい
る。公開初日は 100 席の劇場が満席となり、立ち見も合わせて約 300 名が来場するほ













図 4 2007-2015 韓国作品数グラフ 





































ーフバリ』（図 7）は、2018 年上映のアジア映画の中で大ヒットを続けている。    






































図 8 『新 感染』 
図 9 『長江 愛の詩』 





































「とことんやりきる」感じがある。例えば日本映画では、 図 11 『修羅の華』 






































図 13 『７号室』 






















（2018年 6月 12日、生活美学研究所本年度第1回定例研究会における講演に基づく） 




映画配給会社 株式会社ツイン 矢 部 佐 織 
 
映画を通じてその国の印象が変わったり、親しみがわいたという人は少なくないと
思います。これほど多様な韓国映画が日本で公開されるようになったのはほんの 12、3
年前｡それまでは、隣国とはいえ少し遠い存在だったように感じられます。実際、私自
身もそうでした。当初から積極的にそれらの映画を紹介・上映してきたのがシネマー
ト心斎橋。お客様との対話や信頼関係をまず大切にする映画館です。横田支配人の今
回のお話には、様々な文化や芸術の橋渡しの場として、もっと広く多くの方に映画館
を活用して欲しいという強い思いが感じられました。そして私たちの仕事には、今の
時代だからこそ、更に多様な近隣諸国の映画を送り出していく必要性があるのだと改
めて思いました。 
図 14 『1987、ある闘いの真実』
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